
高度めっき技術を有する企業の例高度めっき技術を有する企業の例

めっき技術の概要めっき技術の概要

めっき技術が支える産業構造めっき技術が支える産業構造

■めっきとは
表面処理の一種で、一般的には素材（鉄や真鍮、樹脂など）を金属
（金、銀、銅、クロム、ニッケル等）で被覆することにより、耐腐食性、
耐摩耗性、電気的特性、磁性等の素材にない機能や性質を付加する技術。

■高度基盤技術としての位置づけ
我が国におけるめっき技術は、自動車部品や電子機器部品など、幅広い
工業製品に利用されており、国内のあらゆる産業分野の競争力を下支えす
る基盤的技術である。
特に近年、微細化・精密化が進む電子部品において、導電性、接続信頼
性、耐熱性等を付与する機能性めっきは、必要不可欠な技術となっている。
また、今後も、燃料電池の電極触媒形成へのめっき技術の応用や、薄型
化が進展する携帯電話など情報家電への高精度な皮膜形成技術、次世代ロ
ボットの動作用配線（数千分のミリ）に導電性・耐熱性等を付与するため
のめっき技術、電鋳めっき技術を用いたＭＥＭＳ用金型など、新産業分野
における重要な役割を担う基盤的技術として期待されている。

■我が国めっき技術の強み
我が国のめっき技術は、これまで装飾めっきや工業めっきで培ってきた高い技術力を生かして、
数千分の１ミリの狂いもない均質めっきや、超低不良品率（百万分の１個に製品中、１個の不良品
も出さない）の実現、超微細（ミクロン単位）部品へのめっきなどを可能にし、自動車部品や電子
機器部品などへの特殊機能性の付与、高機能化、生産性の向上等に大きく貢献することにより、我
が国における国際競争力優位型産業を支えてきた。
前処理から、後処理まで、非常に多くの工程を有し、かつ重金属や劇薬類を多量に使用するめっ
き現場では、幅広い、かつ専門的な知識が必要とされ、熟練技術者が有する熟練の技に支えられる
ところが大きい。
■めっき技術力の国際比較
（対アジア諸国）
技術力については、依然として我が国は大きな優位性があるが、自動車・家電等のセットメーカ
に引っ張られる形で、発注元の部品メーカの海外生産シフトによる仕事量減少。
特に装飾用途等の汎用めっき品は、中国をはじめとする東南アジア諸国に流れ、国内では、高機
能を要求される用途向けの技術しか競争力を維持できない。
（対欧米）
我が国でも電子部品の超微細化に対応する新規めっき技術（プリント基板におけるビアフィル銅
めっき等）が生まれているものの、環境に対応した新規めっきプロセスの開発（最近では鉛フリー
はんだや六価Crフリー等）については、比較的欧米が先行している。

我が国が有するめっき技術の現状と国際比較我が国が有するめっき技術の現状と国際比較

Ｍ社
住所：東京都品川区
設立：昭和６年
資本金：15,000万円
従業員数：２１３名
業種：機能めっき加工
■ 光通信やロボットなど、21世紀をリードする産業の一翼を担う「機能めっき」加工
において、極めて高度な技術により、下請企業から脱却。
■ 数千分の１ミリの狂いもない均一なめっき加工が求められる宇宙ステーションの実
験用反射炉内のめっきを請け負うなど、世界のトップ水準にある技術が高く評価。
■ 「技能は会社の財産」という考えの下、高度な技術を支える優れた技能の伝承にも
力を注いでいる。
※反射炉：金属の製錬や溶融に用いる炉の一種。高温の燃焼ガスなどを燃料とし、炉壁
や天井からの反射・放射熱を利用して金属を溶融・製錬するもの。

■めっき技術が支える産業構造
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プリント基板：導電性付与 コネクタフード：電磁波シールド 金型：耐磨耗、離型、寸法精度

スペースシャトルのイメージ炉
高反射用特殊金めっき技術が採用

プリント基板（導電性、穴埋め）

高度基盤技術の例（めっき技術）
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・めっき品質やコストダウン要求に応えるためには、中小企業が蓄積してきた経験や技能に負う部分が大きい。
・工程上、環境リスクが他の加工や組立てに比べて大きいために、大企業は避ける傾向にある。
・最近の新製品は、一品種を大量生産するものは少なくなっており、新規めっき設備（特定施設）や排水処理施設へ新規投資するほどのパイがない。

・めっき品質やコストダウン要求に応えるためには、中小企業が蓄積してきた経験や技能に負う部分が大きい。
・工程上、環境リスクが他の加工や組立てに比べて大きいために、大企業は避ける傾向にある。
・最近の新製品は、一品種を大量生産するものは少なくなっており、新規めっき設備（特定施設）や排水処理施設へ新規投資するほどのパイがない。

中小企業性中小企業性

…燃料電池用電極膜 等

…ロボット動作用配線 等

…半導体ﾊﾟｯｹｰｼﾞ用
微細配線基盤 等

…外・内板パネル 等

めっき技術高度化の方向性めっき技術高度化の方向性

■新触媒の開発（例：燃料電池用電極膜）…燃料電池用新触媒の開発
■微細化（例：ロボット用動作配線､ﾌﾟﾘﾝﾄ基盤）…5-10μm単位の極細素材へのめっき技術の開発

（現状：1/100~1/10㎜）
■粉体へのめっき（例：燃料電池用触媒）…ナノ粒子金属（白金、ﾊﾟﾗｼﾞｳﾑ､ﾆｯｹﾙ）めっき技術の開発
■環境対応：鉛、６価ｸﾛﾑﾌﾘｰめっき技術等の開発（例：スズ、スズ合金めっき等代替技術の開発）

４



高度基盤技術の例（切削加工技術）

・切削加工は経験やノウハウに負うところが大きく、多くの優れた熟練技能者が蓄積がなされてきた中小企業の役割が大きい。
・あらゆる部品生産に用いられる切削加工には、コスト低減、納期短縮が強く求められることから、分業構造の中での下請化が定着。
・今後、高精度、微細形状などの高付加価値化が求められる中で、創造性・柔軟性・機動性を有する中小企業が担う役割が大。

・切削加工は経験やノウハウに負うところが大きく、多くの優れた熟練技能者が蓄積がなされてきた中小企業の役割が大きい。
・あらゆる部品生産に用いられる切削加工には、コスト低減、納期短縮が強く求められることから、分業構造の中での下請化が定着。
・今後、高精度、微細形状などの高付加価値化が求められる中で、創造性・柔軟性・機動性を有する中小企業が担う役割が大。

中小企業性中小企業性

高度切削加工技術を有する企業の例高度切削加工技術を有する企業の例

切削加工技術の概要切削加工技術の概要

切削加工技術が支える産業構造切削加工技術が支える産業構造

■切削加工とは
切削加工とは、工作機械と切削工具を使用して、被加工物の不要な部分
を切屑として除去し、所望の形状や寸法に加工する除去加工法の１つ。

■高度基盤技術としての位置づけ
我が国における切削加工技術は、機械や電子部品製造で求められる様々な高精
度・高能率加工を可能とするもので、最も広く一般的に使われる加工技術である。
自動車産業とは切削加工部品の直接供給の観点から最も関係が深く、加えて金
型製造にも不可欠な加工技術であるため、金型を利用して製造される機械、電
機・電子製品産業等とも直接的、間接的に深く関係するなど、あらゆるものづく
り産業の中で最も重要な地位を占める加工技術である。
特に近年、半導体や光学製品などの硬脆性素材（セラミックス、シリコン等）
の超精密・微細加工（ミクロン以下の単位）や、カーボン加工による燃料電池セ
パレータの製造など、新産業分野への関わりも深い高度基盤的技術である。

■我が国切削加工技術の強み
我が国の切削加工技術を支える工作機械、工具及び関連装置産業は、優れた生産加工技術を有す
るユーザからの要求に応えるべく、継続的に技術開発を行い、高度化を進めてきた。
同時に、現場サイドにおいて、自動車、電子製品産業等、川下産業からの多様な加工要求に高い
レベルで対応することで、経験、ノウハウを蓄積しており、その結果、難加工材（ガラス、セラ
ミックスシリコン等）の加工や、ミクロン以下の単位の超精密・微細加工、複雑形状（非球面等）
加工などを可能としている。
このように、工作機械、工具等メーカーサイドと、加工現場サイドが共に成長しながら、高精度、
高品質な部品を迅速に供給する体制が構築されているという点が、我が国の切削加工技術の強みと
なっている。
■切削加工技術力の国際比較
（対アジア）
ある程度のレベルまでの製品についてはコスト面で優位性を持つが、高度な生産技術力及び設
備を必要とする高付加価値製品製造においては依然として我が国の競争力は高い。
（対欧米）
超精密加工等一部の研究開発など、欧州が日本と拮抗する分野もある。
我が国はユーザーニーズにマッチした技術開発を進めることで技術力を高め、アメリカにおけ
る工作機械産業の崩壊もあいまって、現在では欧米を凌駕。

我が国が有する切削加工技術の現状と国際比較我が国が有する切削加工技術の現状と国際比較

Ｋ社
住所：東京都大田区
設立：昭和46年
資本金：3,500万円
従業員数：24名
業種：精密部品加工、
難削材の微細加工受託 等

■ 半導体や光学製品などの先端分野において必要となるセラミックス、シリコンなど
の硬脆性素材の微細加工技術が強み。
■ 金属部品を中心とする切削加工で培ったノウハウにより、数百～数十μｍ単位での
微細加工を実現するための加工技術の確立だけでなく、工具（マイクロドリル、ダイ
ヤ工具）や装置の開発・販売まで、微細加工ニーズにトータルに対応。
■ 今後の競争力を微細加工に求めようと、当社を中心に、大田区内の切削・研削加工、
レーザー・電子ビーム加工などの微細加工技術を有する中小メーカーが結集し、研究
会を結成。新技術や新製品・システムなどの開発を進めている。
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■切削加工技術が支える産業構造
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【川上側】 【川下側】

精密金型 超音波微細加工機

医療・分析機器

超精密・微細加工

多軸複合加工

新材料の切削技術

多軸複合加工

高精度加工

金型

…半導体用シリコン加工 等

…カーボン製セパレータ 等

…医療機器用ｽｰﾊﾟｰﾃﾞﾊﾞｲｽ 等

…ｴﾝｼﾞﾝ、足回り 等

…機構内の高精度歯車 等

切削加工技術高度化の方向性切削加工技術高度化の方向性

■超精密・微細加工化（例：半導体用ｼﾘｺﾝ加工）…50nm単位の微細加工技術の開発（現状：ﾐｸﾛﾝ単位）
■複雑形状加工化（例：タービンブレード）…多軸複合加工による複雑形状加工技術の開発
■高精度化（例：非球面レンズ加工）…表面粗さRa10nmを実現する切削加工技術の開発

（現状1/10~1/100μm）

５ 



高度熱処理技術を有する企業の例高度熱処理技術を有する企業の例

金属熱処理技術の概要金属熱処理技術の概要

熱処理技術が支える産業構造熱処理技術が支える産業構造

■金属熱処理技術とは
金属材料・製品に加熱、冷却の熱的操作を加え、金属組織を変化させることによ
り、耐久性、耐磨耗性、耐疲労性さらには、耐食性、耐熱性などを与える技術。一般
に切削、鋳鍛造は形状変化を与えるのに対し、熱処理は質的変化 。

■高度基盤技術としての位置づけ
我が国における熱処理技術は、形状を保ちつつ、高強度・耐久性を持た
せるとともに、安全性を追求する技術である。また、学術的裏付けの中、
職人的要素を兼ね備えた技術である。
我が国産業をリードしてきた自動車産業や、工作機械用部材を中心に、
このような特性が工業製品には欠かすことの出来ない技術としての地位
を確立している。自動車においては、トランスミッション、クラッチ、ト
ルクコンバータ等といった駆動系の心臓部に、産業機械でも駆動部や精度
を要求される部材と広く使われている。
今後、より軽量化、安全性を求める技術として、自動車のみならず、発
電機、航空機等の重要部材における熱処理技術の重要性は増してきている。

■我が国金属熱処理技術の強み
金属熱処理技術は、素材の質的変化によって製品の物理的性質を変化・向上させる技術のため、
目視等の外的変化で製品の善し悪しが判断しにくい技術。均一な品質で大量に処理をする技術は日
本が得意とする分野。
特に自動車の駆動系といったところに使用され、安全性向上・耐久性向上・軽量化の推進に寄与。
この要因は、金属組織の変化といった学術的知識と併せて、製品毎に複雑かつ異なる形状の製品
を対象とし、焼むらのない、均一な処理を行うという技能者が有する熟練の技に負うところが大。
熱処理業は、大きな設備、高度な技術・技能が要求されるが、個々の商品の中でも熱処理をする
のは最重要部材のみでありロットが少ないため、機械組み立てメーカーでは内製できず、中小企業
からなる専業の熱処理業者が熱処理技術を担っている。
■金属熱処理技術力の国際比較
（対アジア諸国）
自動車をはじめとする種々の産業のグローバル展開により、海外向け製品が急増。
コストは勿論、技術水準の向上により、精度においても我が国に切迫しつつある。
インドの急発展に注目。

（対欧米）
技術力としては我が国と均衡。

我が国が有する金属熱処理技術の現状と国際比較我が国が有する金属熱処理技術の現状と国際比較

Ｍ社
住所：愛知県名古屋市
設立：昭和30年12月
資本金：2,000万円
従業員数：40名
業種：金属熱処理

■ 自動車用部品、動力歯車、シャフト等の浸炭焼入を中心に事業展開。
浸炭窒化、真空焼入れ等あらゆる熱処理加工に対応。
■ F１用部品の試作等を行い、高品質・高信頼性を確保。

■熱処理技術が支える産業構造

【川上側】 【川下側】
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工作機械

医療・分析機器

航空機・発電機

自動車

情報家電

素形材
（加工品）

金属材料・製品
熱処理後

（形状変化なし）

熱処理

（焼入れ・焼戻し等）

高度基盤技術の例（金属熱処理技術）

・多大な設備投資や熟練技能保持の必要性、一製品あたりの熱処理部品の少なさなどのため、多数のユーザーから受注加工をする専業形態が効率的となり、自動車等の大手組立企業による内製
は限定的。

・多大な設備投資や熟練技能保持の必要性、一製品あたりの熱処理部品の少なさなどのため、多数のユーザーから受注加工をする専業形態が効率的となり、自動車等の大手組立企業による内製
は限定的。

中小企業性中小企業性

小型化
耐久性向上

低弾性率化
高強度化

強度・靭性向上

疲労強度向上

耐摩耗性、
疲労強度向上

…駆動部ギア 等

…高精度三次元測定器 等

…タービンエンジン 等

…ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ、ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 等

…工作機械用カム 等

熱処理された部品

金属熱処理技術高度化の方向性金属熱処理技術高度化の方向性

■環境・省エネ対応（例：駆動系部品全般）…真空浸炭法の向上による環境改善、省エネ技術
の開発・促進

■新素材対応（例：自動車部材）…アルミニウム、マグネシウムに対する熱処理技術の開発
■新特性付与（例：家電等）…熱処理後セラミック系材料コーティング等により新特性を持

たせる複合技術の開発

Ｆ１開発へ展開

６ 



高度レーザー加工技術を有する企業の例高度レーザー加工技術を有する企業の例

レーザー加工技術の概要レーザー加工技術の概要

レーザー加工技術が支える産業構造レーザー加工技術が支える産業構造

■レーザー加工とは
加工物表面において、レーザー光が熱エネルギーに変換され、レーザー
照射部が過熱され、組織変化（化学変化）や溶融、蒸発（物理変化）が生
じるプロセスを利用する加工技術。

■高度基盤技術としての位置づけ
高エネルギーを集中させるレーザー加工技術は、高速・高品質、高精細、
複雑形状加工を可能とする技術であり、自動車、電子・電気機器、産業機
械、航空機など主要部品製造に利用される基盤的技術である。
情報家電や燃料電池といった新産業分野においては、マイクロマシンを
はじめとするデバイス構造の微細化及びＬＳＩの高集積化に伴う超微細加
工といったミクロン単位の精度加工が求められており、それら微細な穴あ
けや溝加工、切断、溶接、表面処理にはレーザー加工技術が不可欠であり、
今後の重要基盤技術として期待されている。

■我が国レーザー加工技術の強み
レーザー加工技術は、２０世紀に確立した比較的新しい技術であるが、ナノレベルの高精密・微
細加工に適していることから、我が国においては、早くから特殊性や専門性に優れた中小企業が、
自らの技術力・製品に対し高付加価値化を行うため、積極的に導入してきた。
その結果、加工材料・形状ごとに異なる、出力、入射角及び焦点距離等の多岐にわたる加工条件
などに関する経験、ノウハウの蓄積が進み、高性能・高負荷が求められる自動車や航空機のエンジ
ンに組み込まれる主要部品や特殊形状部品、微細な電子部品等の高精密加工を実現し、我が国主要
産業の強みとなっている。
■レーザー加工技術力の国際比較
（対アジア諸国）
多額の初期投資が掛かることからレーザー加工機器の導入が遅れていたが、近年、行政の大き
な支援を背景に、機器開発は元より加工技術においても積極的に開発が推進されており、我が国
の技術力に肉薄してきている。
（対欧米）
従前より、レーザー加工機器等の開発において高い評価を得ており、レーザー加工技術におい
ても強い技術力を有している。現在も、レーザーによる新しい加工技術の開発が、国家プロジェ
クトとして推進しており、金属加工においては大きな成果を上げつつある。

我が国が有するレーザー加工技術の現状と国際比較我が国が有するレーザー加工技術の現状と国際比較

T社
住所：東京都西多摩郡瑞穂町
設立：昭和５２年６月
資本金：1,000万円
従業員数：70名
業種：レーザー加工受託、電子ビーム加工受託
微細穴放電加工受託 等

■ レーザーなどの高密度エネルギーを用いて、これまで不可能と思われていた異種金
属の溶接技術等を確立すると共に、ミクロンオーダーでの超微細加工を実現。
■ アメリカのスペースシャトル、人工衛星などの溶接を引き受けるなど、その技術力
は世界的に高く評価されている。
■ 大企業も導入を躊躇する最新設備１号機の導入により、常に最先端の加工技術を保
有し続け、大手企業とも対等に取引できる横請け企業としての地位を確立。

■レーザー加工技術が支える産業構造

【川上側】 【川下側】

レーザー切断 レーザー溶接 レーザー表面焼き入れ

高度基盤技術の例（レーザー加工技術）

・加工条件が多岐にわたり、高精度、短納期の要求にも応えるためには、特殊性・専門性が高い中小企業のノウハウが求められる。
・試作品加工といった特殊加工に適し、設備投資も必要になることから、外注扱いが多い。
・今後、高精度、微細加工などの高付加価値化が求められる

・加工条件が多岐にわたり、高精度、短納期の要求にも応えるためには、特殊性・専門性が高い中小企業のノウハウが求められる。
・試作品加工といった特殊加工に適し、設備投資も必要になることから、外注扱いが多い。
・今後、高精度、微細加工などの高付加価値化が求められる

中小企業性中小企業性

TR-1Aロケット

■TR-1Aロケットに搭載された
実験装置（多目的灼熱炉）
この装置に当社の電子ビー
ム溶接技術が活かされている

レーザー加工技術高度化の方向性レーザー加工技術高度化の方向性

■超微細加工化（例：半導体パターン形成、デバイス構造）…ﾐｸﾛﾝﾚﾍﾞﾙでの微細加工技術の開発
■特殊金属等精密溶接（例：タービンブレード）…ニッケル合金等の特殊金属、アルミニウム等の難

溶接材の精密溶接技術の開発
■複雑形状の創成加工（例： ３次元レーザー加工）…２次元創成技術から3次元複雑形状創成技術の

開発。
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情報家電 超微細切削加工

デバイス構造の
微細加工

特殊金属精密溶接

製造業加工技術
のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

…マイクロマシン 等

…タービンブレード 等

…レーザー治療 等

…ＬＳＩの高集積化 等

３次元レーザー
加工 …型レス加工によるドア

パネル 等
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